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における課題であることを示している。   






















































中学校の ｢職場体験｣ を生かした複数教科横断的なキャリア教育の開発 －教科学習と学校生活 , 社会生活のレリバンス構築を目指して－
─ 197 ─
























































トである課題解決型学習（Project-Based Learning：PBL）の一環で実施した。  
 プロジェクトのメンバーは，多様な専門性を持つ仲間で構成した。具体的に
は，国語，数学，社会，理科，英語，美術の中学校・高校の教職免許を持つメ
ンバー，留学生 2 人を含め，合計 8 人である。次に，現在，中学校の教育現場
で殆ど実施されている職場体験活動を生かすことにして，その前後 3 時間の授
業プランを作成した。その後プラン実施に協力してくださる中学校を探し，S 中
学校の協力が得られることになった。 S 中学校は O 県の地方都市にある公立中
学校で，対象となったのは中学 2 年生 3 クラスである。 
S 中学校では，私たちが提示した 3 時間のプランについて，時間を増やして
5 時間の時間を取ってくださることになった。この 5 時間分の具体案について
は，PBL の院生チーム内，大学教員，実践校の先生方と検討を行なって最終案
を作成した。そして最終的に表 1，表 2 に示す 5 時間の授業を我々で計画し，
実践を行った。なお，本稿では，その中の 2 時間目，3 時間目に相当する事後
指導Ⅰの活動を中心に報告する。 
院生チームの側では，授業実践は大学院生 8 名のうち 6 名が行った。1 時間
目には各教科（国語,数学,社会,理科,英語,美術）のポスターセッションを行う
ため 6 名がそれぞれの専門を担当し，2 時間目は 3 クラスで一人ずつ，計 3 名
が授業実践を行った。 
この実践の実施に際して，S 中学校では，表 1 のように，生徒のグループ編
成と移動教室の際に生徒が混乱のない動線づくりに力を注いでくださった。ポ
スターセッションの際には，生徒たちが短時間で移動できるように同じフロア







放課後の学習指導に 6 回通った。これに先立ち，S 中学校側では，学年集会で 
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2019 年の 11 月 9 日の 5,6 時間目,2 時間続きで総合的な学習の時間に行った。 
 
２ 実践授業の開発と基本計画 
授業実践構成 2 時間のうち，2 時間目は，教科横断的な指導を意識した院生チ
 
表 2 事後指導Ⅰの指導案 
（筆者作成）
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美術以外の各教科のポスターセッションの目標を次項の表 3 にまとめている。 
 
Ⅴ 美術を例にした具体的実践の紹介 
１ ポスターセッション（2 時間目）目標設定の理由 美術のポスターセッシ
ョンを実施するにあたり,色や形,素材といった美術の視点から毎日の生活を豊
（筆者作成）
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２ 教室でのまとめ（3 時間目） 
 3 時間目にあたる実践授業では，2 時間目のポスターセッションで収集した
各教科で身につく能力について共有し，教科の学びと「働くこと」，「日常生活」
とのつながりについて考える時間である。 
2 時間目のポスターセッション時では，図 1 の教科学習と学校生活・社会生
活を関連の可視化するマップを用いて，各教科で身に付く能力について考えた




 次に授業の成果について 2 つの観点で分析した。 


















出すことができたのかを確認することである。   
この生徒の回答は,回収後 S 中学校の教員が回収して回覧した後に，86 名分
教科 内容 
国語





























































表 5 振り返りの内容分析（人） 
学び,能力と場面,活用 37 
活用,場面           26 
学び,能力         14 
関連する回答無し     8 
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Development of Cross-Curricular Career Education Making Use of Internship in a Middle School : Building 
Relevance of Students ‘Subjective Leaning, School life, and Social Life 
 
AOKI Tazuko*1, SUGITA Shintaro*2, YAMASAKI Mayu*2 
 
As part of career education, work experience activities are conducted in almost all junior high schools 
in Japan. This paper introduces a practice that helps students build meaningful connections between 
subjects learned in school, school life, and social life through guidance provided both before and 
after work experience activities. Specifically, in the first hour of post-activity instruction for the 
work experience of second-year students, six graduate students with teaching licenses made use of their 
respective specialties, combining work with subject specialties and students’ lives through poster 
sessions. In the second hour, graduate student teachers showed them worksheet which made them visualizes 
the connection between work, life, and subjects. After working with the worksheet according to their 
internship work, students discussed their case each other. The results of these activities were 
confirmed by classifying the lessons reviews written by students. Several descriptions contained the 
connection that the lesson practitioner had aimed for. The most common answers by the participants 
included their hope they would make study more for their further and for their satisfied life. 
Keywords: Career Education, Internship, Cross-Curricular, Relevance. 
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